
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ２２日（木）代議・専門委員会が開かれました。１年生にとっては、最初の生徒会活動です。それ

ぞれの教室に分かれて、委員長、副委員長から仕事内容や今月の目標、具体策などの説明があり

ました。代議員、専門委員は生徒会役員と学級を結ぶパイプ役であると同時に、学級での取組の

中心となります。一人一人が自覚をもち、よりよい学級、学校づくりにかかわっていきましょう。 

 

中学校での生徒会活動は、生徒が自発的、自治的活動を行なう機会であり、また異学年との交

流を深める場として位置づけられています。学校の全生徒を組織する生徒会で、生徒は一人一人

の役割に活動意欲をもち、創意工夫しながら社会生活の基盤を培います。 

中学校学習指導要領において生徒会活動は、集団の一員として協力し充実した学校生活に主

体的に関わる能力育成を目標とする「特別活動」のひとつとして設定されています。そして、生徒会

活動の目標については、中学校学習指導要領で以下のように示されています。「生徒会活動を通

して、望ましい人間関係を形成し、集団や社会の一員としてより良い学校生活づくりに参画し、協力

して諸問題を解決しようとする自主的、実践的な態度を育てる。」 

生徒会は全校生徒が会員であり、生徒による生徒のための活動組織です。生徒会執行部は、役

員選挙によって選ばれた生徒が運営します。その本部が指揮を執り、各種委員会と各学級が連携

しながら、学校内での自分たちの生活の充実や学校生活の改善、向上のために、自発的に自治的

活動を行なうのが生徒会活動です。 

生徒会活動は、より良い学校生活づくりのために、生徒一人ひとりが生徒会組織の一員として

の自覚と責任をもつことが望ましいとされています。 

代議・専門委員としての生徒会へ参加することは、異学年の生徒と交流できる側面があり、生徒

は役割分担による責任遂行を通して学級活動とはまた違った充実感や存在感が実感できます。こ

うした生徒が主体となる活動が盛んに行なわれることで、活気ある学校づくりやより良い校風づく

りが期待できます。 

 

 

 

 

 

 

トヨタ自動車グループの豊田中央研究所（愛知県長久手市）は２１日、太陽光を使って水と二酸

化炭素（CO2）から有機物のギ酸を生成する「人工光合成」の効率を世界最高水準まで高めるこ

とに成功したと発表しました。生成過程で CO2を材料とするため脱炭素化につながるほか、生成

したギ酸から水素を取り出し燃料電池の燃料に使うこともできます。 

豊田中央研究所は２０１１年に、水と CO2のみを原料とした人工光合成に世界で初めて成功し

ました。当初は、太陽光エネルギーを有機物に変換できる割合が 0.04％でしたが、改良を重ね

7.2％まで向上させました。この数値は植物の光合成の効率を上回るというものです。「光合成」

については、新しい教科書では２年生で学習します。興味がある人は、松本先生、千々和先生に聞

いてみましょう。いろいろ教えてくれるはずですよ。 

日本は、気候変動問題に関する国際的な枠組「パリ協定」を踏まえて、地球温暖化対策と経済

成長を両立させながら、2050年までに 80%の温室効果ガスの排出削減を目指すことという長

期的目標を掲げています。この高い目標を現実のものとするためには、CO2の排出削減に関する

努力を継続することにとどまらず、石油や石炭など「化石燃料」への依存度を引き下げることなど

によって、CO2を低減していく「脱炭素化」のための技術の開発が急がれます。そこで、植物が行

う「光合成」を人の手で実施することで、CO2を低減しようという驚きの研究が進められています。

それが、脱炭素化に向けた技術のひとつ、「人工光合成」です。 

「人工光合成」は、化石燃料からの脱却など、脱炭素化を実現するためのキーテクノロジーで

す。理科の授業で習いますが、「光合成」とは、植物が、太陽エネルギーを使って CO2 と水から有

機物（でんぷん）と酸素を生み出す働きのことです。「人工光合成」はこれを模したもので、CO2 と

水を原材料に、太陽エネルギーを活用する形で化学品を合成する技術です。 

再生可能エネルギーである太陽エネルギーを活用し、さらには工場から出る CO2を原料として

使用するこの技術は、化石燃料を使う場合と比較して、基幹化学品の製造プロセスにおける大幅

な CO2排出量の削減にとどまらず、CO2を取り込んで炭素化合物としてとどめておくことで大気

中の CO2を減らす「CO2の固定化」を通じて脱炭素化の実現に大きく貢献すると期待されてい

ます。 
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＜学校教育目標＞ 
豊かな心をもち、健やかでたくましく行動する

生徒の育成～みんなで考え、みんなで取り組み、
みんなでつくる尾倉中学校～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 感性豊かで、意欲的、主体的に学習する生徒 
② 健康で明るく、思いやりのある生徒 
③ 礼儀正しく、奉仕の精神に満ちた生徒 
◇ 元気のいい挨拶・礼儀・身なり・学習規律と集

団生活における規律とマナー 

尾倉 
お ぐ ら ＜校訓＞ 

自主 

創造 

協力 

ここまできた！科学の進歩！～調べてみよう～ 

世界最高水準の人工光合成に成功 トヨタ系、植物上回る効率 

今年度最初の代議・専門委員会がありました！ 

第１号式辞の中で尾倉中が小倉中となっていました。お詫びして訂正いたします。 


